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は じめに

本稿は、シンガポールの華人社会に関し、伝統宗教の変容と、最近数年の間に顕著になっ

てきた宗教再生の現象について、1995年2月 から3月 にかけての現地調査の資料の整理 と

初歩的な考察を行うことを目的としている。

シンガポールは漢民族の移民及びその子孫が多数を占める社会である。これ ら移民は主に

19世 紀の後半に福建省、広東省及び海南島等を来源地として移住 してきた。即ち、彼 らの

文化的背景は、大陸のこれらの地方文化であり、現在でもそうした文化が基層となっている

ことはいうまでもない。この点からいえば、シンガポールの華人社会の基本的な文化背景は、

同 じく同地域か らの移民が多数を占めるに到った台湾とかなりの共通点を有 している㌔ 両

地域とも、漢民族の移住以前に既に先住の民族がいたものの、それらの民族は人 口も少なく、

物質文化の水準や集団としての組織力などははるかに漢民族の方が高く、短期間で漢民族が

先住民に対する社会、文化、経済などにおける支配権を握ることになった。また、移住 した

漢民族の中では福建系が主流を占めている点でも共通性がみ られる。更に、台湾は日本の、

またシンガポールはイギリスの植民地統治を経験 してお り、宗主国の文化が直接間接に漢民

族の文化の変化に影響を与えている。

しか し、現代のシンガポール社会と台湾社会を比較 してみると、それぞれにおいて開花 し

た文化は、起源 としての同質性は未だに残 しながらも、かな りの相違を見せ るようになって

いる。それには様々な要因が考えられるが、最も大きな違いは、伝統的な漢民族文化に対す

る両地域の為政者や民衆の対応の仕方であったと考えられる。

台湾では、日本統治時代に 「皇民化運動」が推進 され、日本語使用の強制、日本式姓名へ

の変更、神道の導入など様々な日本文化が持ち込まれたが、戦後中華民国になってからは、

徹底的な日本文化排除が行われ、国民党によって中華文明の大伝統が持ち込まれた。政府は、

大陸との対抗関係か ら、伝統文明の正統な護持者を自認 し、また台湾の地方文化については

監但 し、台 湾 の漢 民 族 に は海 南 島 出身 者 は ほ とん どいな い。 また 、 シ ンガ ポ ール の 最 も初 期 の 中国 系 移 民

は 、 マ ラ ッカ のバ バ ・チ ャイ ニ ー ズ(既 に 幾世 代 に もわ た っ て 同地 に居 住 してマ レー化 の進 ん だ 中国 系)

で あ った 。
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否 定 的 で は あ っ た が 、事 実 上 は放 任 して い た 。民 衆 は 、光復 当初 は 中 華 文 明 の摂 取 に積 極 的

で あ っ た し、ま た 最 近 で は地 方 文 化 につ い て も 郷 士 の 文 化 と して 愛 着 を持 ち 、台 湾 人 と して

のア イ デ ンテ ィテ ィの 源 と して 台湾 文 化 を称 揚 す る傾 向 が 見 られ る。 この よ うに 、 台 湾 は 、

現 在 で は む しろ 大 陸 よ りもか え っ て伝 統 文 化 が 温 存 され て い る と も い え る。

他 方 、シ ン ガ ポ ー ル で は 、イ ギ リス 統 治 時 代 には 為 政 者 は 中 国 系住 民 に 特 定 の地 区 を 指 定

して 居 住 させ 、彼 らを 直 接 コン トロー ル す る こ と は少 なか っ た。 こ の た め 、中 国人 は 出 身 地

別 に独 自の コ ミ ュニ テ ィ を作 り、そ の 中 で そ れ ぞ れ の言 語 、習 慣 等 を保 持 して き た 。 しか し、

独 立 後 は 、他 の 東 南 ア ジ ア諸 国 と の関 係 上 、中国 と の政 治 的 つ な が り を意 識 して切 り離 さ ざ

る を得 な か っ た た め に、華 人 の 伝 統 文 化 をナ シ ョナ ル ア イデ ンテ ィテ ィの 根 拠 とす る 事 は 出

来 な か っ た。シ ンガ ポー ル で は英 語 が 共 通 語 と され 、伝 統 文 化 は 久 しく保 護 され る対 象 とは

な ら なか っ た。

こ の よ うな 背 景 に よ り、シ ンガ ポー ル 華 人 社 会 の 宗 教 は 、台湾 の そ れ と比 べ る と多大 な 変

化 を被 っ て い る。本 論 で はそ の変 化 の実 態 を 、比 較 的伝 統 を継 承 して い る 台湾 と比 較 しな が

ら整 理 して い き た い 。以 下 、第2節 で は伝 統 的 民 聞 信仰 の 変 容 を、3節 で は 伝 統 宗 教 の 近 代

化 、4節 で新 しい 宗 教 運 動 につ いて 概 観 す る。

1.華 人 の 神 明 祭 祀

華 人 の伝 統 的 な 宗 教 信 仰 は 、研 究者 に よっ て 、 「シ ェニ ズ ム(神 教)」 「中国 宗 教 」 「民

衆 道 教 」 な ど様 々 に 呼 ば れ て い る。そ の 実 態 は 、あ らゆ る も の に 霊魂 の 存 在 を認 め る ア ニ ミ

ステ ィ ッ クな 信 仰 で あ り、儒 教 、道 教 、仏 教 な どか ら様 々 な 要 素 が 取 り込 まれ て ミ ック ス さ

れ た 信 仰 で あ る。 シ ン ガ ポ ール の 場 合 、華 人 の祖 先 は 、福 建 、広 東 、潮 州 、客 家 、海 南 な ど

主 に 中 国 大 陸 の 南 西 部 五 つ の地 域 か らの移 民 で あ るた め、現在 見 られ る華 人 の宗 教 も基 本 的

には これ らの 地 域 の地 方 的 な宗 教信 仰 を 引 き継 い で い る。

筆 者 は 、シ ンガ ポ ー ル にお い て 、比 較 的 伝 統 的 な 華 人 の 宗 教 信 仰 の一 部 と して 「神 明 祭 祀 」

の実 態 に つ い て 、い くつ か の 廟 や 壇 を訪 問 して 聞 き取 り調 査 を行 った 。シ ン ガ ポー ル の 主 な

廟 の建 廟 年 代 、主 要 な祭 祀対 象(神 明 の 種 類)、 廟 の 来歴 な どに つ い ては 、い くつ か の網 羅

的 と は言 え な い もの の 、か な りの廟 を カバ ー した 書 が 既 に 刊 行 され て い る の で 、こ こで は扱

わ な い2。 本 論 で は 、む しろ神 誕 な どの 祭 祀 にお い て祭 祀組 織 が 形成 され て い る か 、形 成 さ

れ て い る場 合 どの よ うな組 織 で あ る の か 等 を 中心 に整 理 してい きた い。具体 的 に は 、廟 に は

日常 的 に 運 営 管 理 を行 う委員 会 も し くは 理 事 会 が あ る か な い か 、そ して役 員 は どの よ うに 選

ばれ るの か 、 ま た祭 は い つ 行 わ れ 、そ の 祭 専 管 の役 員(炉 主 、頭 家 な ど)を 選 ぶ か否 か 、選

2例 え ば
、Co曲er1958、 南 風 商 業 出 版 社 編1951、Lip1986、 劉,褒1994等 。
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ぶ 場 合 の 方 法 、ま た祭 の 資金 の 調 達 方 法 、集 め た 資 金 か ら公 の 供 物 や 芸 能 の 奉納 な ど を行 う

か 」そ して 御 輿 の練 り歩 きを す るか 否 か 、す る場 合 どの よ うなル ー トで行 うか とい っ た こ と

を 聞 き取 り した 。

以 上 の 項 目は 、宗 教 祭 祀 と社 会 組 織 、共 同 体 との 関 係 を知 る鍵 とな る と思 わ れ る。拠 出 金 、

祭 祀 専 管 の役 員 組 織 、公 の供 物 、劇 な どの 出 し物 の 奉 納 、御 輿 の練 り歩 き な どは 、シ ンガ ポ

ー ル の 華 人 と故 郷 を ほ ぼ 同 じ くす る 台湾 の 漢 民 族 の神 明 祭 祀 に お い て は どれ も欠 か せ な い

もの で あ る。 これ らは 、祭 祀 を 支 え る信 徒集 団 の 性 格 と深 く 関 わ っ て い る。 台湾 にお い て は 、

あ る程 度 の 規 模 を有 す る 宗 教 祭 祀 セ ンタ ー の 信 者 は 、村 落 内 の近 隣 地 域 、も しく は村 落 全 体 、

ま た は 村 落 を越 えた 広 域 の 「祭 祀 圏 」とい っ た あ る程 度 の 地 縁 性 を有 す る範 囲 内 の 人 々 ほ ぼ

全 体 を含 み 込 む こ と が 多 い。 この よ うな祭 祀 セ ン タ ー で は 、祭 の 資 金 は 、信 徒 各 戸 か ら成 員

の数 な どに応 じて 拠 出 され る の が 普 通 で あ り、 「丁 銭 」 、 「題 丁 」等 と呼 ば れ る。 そ して 、

負 担 金 を出 した 家 の名 簿 を基 礎 と して 、祭 専管 の委 員 会 の長 と して の 「炉 主1及 び それ を 補

佐 す る数 人 か ら十 数 人 の 「頭 家 」が 選 ばれ る 。 これ らの 委 員 達 は、や は り同 じ範 囲 の家 を 基

礎 と して 選 ば れ 、通 常 時 の 運 営 を行 って い る管 理 委 員会 とは別 に 、祭 の 準備 を 行 い 、信 徒 全

体 を代 表す る 「公 の 」 供 物 や 奉 納 す る劇 団 の 手 配 な ど を行 う。

ま た 、村 落 レベ ル 以 上 の地 域 に信 者 を抱 え る施 設 で は 、祭 の 時 に 信 徒 が居 住 して い る地 域

内 を御 輿 が 巡 行 す る こ とが 多 い。 この時 に は 、神 輿 の 隊列 が な るべ くそ の 範 囲 内 を く ま な く

ま わ る こ とが 望 ま れ て い る。つ ま り、神 は 、 自 らの 管 轄 内 を 細 か く視 察 し、信 徒 の 間 に何 か

問 題 が あ れ ば(例 え ば 病 気 等)そ れ を解 決 し、管 轄 内 の 地域 の 人 々 全体 の 平 安 を もた らす べ

く努 め 、天庭 に 戻 って 人 々 の様 子 を天 公(玉 皇 大 帝)に 報 告す る もの と信 じられ て い る。 も

ち ろ ん 、個 人 の 家 で ご くプ ラ イベ ー トに 壇 を 開 い て い る場 合 に は こ の よ うな こ とは行 わ な い 。

ま た 、今 日村 落 レベ ル 以 上 の 信 徒 の 広 が りを持 つ 廟 等 で も、ご く初 期 に お い て は 、非 常 に 限

られ た ご く一 部 の 人 々 しか信 仰 して い な か っ た 場 合 もあ り、台 湾 の 漢 人 の祭 祀 活 動 が 常 に 地

縁 性 と不 可 分 で あ る とい うわ け で は な く、祭 祀 セ ン タ ー の 勢力 拡 大 の過 程 の 中で 村 や 村 を越

え た 一 定 の 地 域 に 信 者 が くま な く広 が る とい った 現 象 が 生 ま れ る と考 え た 方 が 妥 当 で あ る

3
。 しか し、 台北 の よ うな 都 市 で あ って も、 あ る程 度 以 上 の規 模 を 有す る廟 に お い て は や は

り地 縁 的 な 信 者 組 織 を持 っ て い る の が 通 常 で あ り、そ の よ うな 地 縁 性 が 、御 輿 の 巡 行 や祭 の

運 営組 織 に も反 映 され て い る。

繰 り返 しに な るが 、台 湾 に お け る以 上 の よ うな 現 象 は 、漢 人 の 宗 教祭 祀 が 、本 来 的 に 地 縁

性 を持 つ とい うこ と を意 味 して い る の で は な い。む しろ 、そ の 本 質 は 、非 常 に個 人 主 義 的 な

3台 湾 漢 人 の宗 教 祭 祀 が
、 本 来地 縁 性 と構 造 的 に結 び つ くの では な い こ とは、 例 え ば、 末 成1985、1991、

三尾1987、1988、ig91な どを参 照。
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現 世利 益 志 向 で あ る と考 え るべ きで あ る。個 人 は 、様 々 な 現 世 的 な 欲 求 を 、霊 魂 の助 け を も

得 て 達 成 しよ う とす るの で 、様 々 な 宗 教 施 設 へ 重 複 して 出入 り して い る こ とが 多 い 。大抵 は 、

居 住 す る村 な どで 、ほ とん どの 住 民 が 信 者 とな って い る大 き な廟 に参 拝 した り、そ の 祭 祀 活

動 に 参 加 す るが 、そ の ほ か に 霊 験 が あ らた か な とこ ろが あ る とい う噂 を 聞 けば 、遠 い と こ ろ

で も出 か け て い く し、逆 に 通 っ て み た が 効 果 が ない とこ ろへ は 自然 と足 が 遠 の く。村 の 中 に

あ る大 き な廟 は 、も とは彼 の属 す る 一族 も し くは 同 村 内 の 他 の一 族 の祖 先 が 大 陸 か ら移 住 し

て き た 当初 、一 族 の 宗 教 的 シ ンボ ル と して 信 仰 して きた も の が 、霊 験 が あ らた か に な っ て 信

者 を拡 大 し、一 定 レベ ル の地 域 の 公的 な廟 と化 した もの が 多 い。そ れ 故 、 この よ うな廟 で は 、

既 に述 べ た よ うに 、廟 を 支 え る組 織 が 地 縁 的 な 原 理 に よ っ て構 成 され 、神 に 希 求 され る こ と

も杜 会 全 体 の 安 寧 とい っ た こ と に な る。 しか し、 人 々 は 同 時 に 個 人 的 な 利 益 も求 めて お り、

そ の 廟 が地 縁 性 を 持 つ に 到 っ た プ ロセ ス と して は 、諸個 人 に 対す る利 益 が 集 積 し、あ る一 定

の 地 域 全 体 を 覆 い 尽 くす よ うに な る と考 え るべ き で あ ろ う。

た だ 、一 っ 考 慮 して お か ね ば な らな い の は、あ る信 仰 対 象 が 一 定 の地 縁 性 を持 ち得 るの は 、

漢 民 族 が もつ 霊 魂 の 世 界 観 と現 実 の 社 会 との 構 造 的 平 行 関 係 に も由 来 す る とい う点 で あ る。

こ の 点 につ い て は す で に様 々 な論 考 が 出 され て い るの で こ こで は 論 じな い が 、ひ と こ とで ま

と めれ ば 、伝 統 的 世 俗 の 社 会 が 皇 帝 を頂 点 と して諸 候 、官 僚 等 が 皇帝 の 命 を 受 けて 地 方 を統

治 す る よ うに 、神 々 の 世 界 に お い て も、 玉 皇 上 帝 を頂 点 と した 霊 魂 の ピラ ミッ ドが 漠 然 と

人 々 の 問 で認 識 され て お り、個 々の 神 は 玉 皇 上 帝 の命 を受 け て あ る 一 定 の 地 域 を管 轄 す る と

認 識 され て い るの で あ る4。

以 下 、シ ンガ ポ ー ル の 事 例 を取 り上 げ る が 、具 体 的 に は 、廟 の敷 地 を もつ 例 と して 「普 忠

廟 」(ト ア パ ヨ)と 「福 山宮 」(ク ス 島)を 、HDBフ ラ ッ トの 中 の 私 宅 に壇 を も うけ て い

る例 と して 「SL堂 」(義 順)に 言 及 す る。 これ ら3つ の ケ ー・ス が シ ン ガポ ー ル 華 人 の 宗 教

信 仰 の 典型 で あ る とは も ち ろ ん断 定 で き な い。た だ し、最 も伝 統的 な 民 間 信 仰 と して の 祭 祀

の 中 心 は 大 別 す る と、私 宅 の 中 に しつ らえ られ る場 合 と、誰 で も 自 由に 出入 りが 可能 な公 共

性 が 高 い廟 宇 を持 つ も の との 二形 態 が あ り、SL堂 は前 者 に 、普 忠 廟 と福 山 宮 は 後者 に 入 る。

(a)普 忠廟

普 忠 廟 は 、邸 府 王 爺 を 主神 と し、他 に 大 宝 三 忠 王 、普庵 仏祖 、関 府 大 帝 な ど を まつ っ て い

る。廟 の 建 物 自体 は 決 して 大 き くな い が 、 トアパ ヨの 高層 ア パ ー ト群 の 中に 極 彩 色 の 屋 根 が

少 し不 釣 り合 い な 自己主 張 を して い る。福 建 省 に祖 廟 が あ る とい うこ の廟 は 、ま た マ ラ ッカ

4例 え ば
、Ahern,E.1981参 照 。
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に も同 じ起 源 地 を持 ち 同 じ神 をま つ る廟 が あ り、相 互 に 連絡 が あ る とい う。現 在 の 地 に は 日

本 占領 時 代 に既 に廟 が あ っ た と管 理 人 は のべ て い る の で 、50年 以 上 の歴 史 が あ る と思 われ

る。廟 名 は 、は じめ に廟 をた て た 人 の 名 前 に 由来 して い る とい う。そ の人 は も とは キ リス ト

教 徒 で あ った が 、 王爺 に助 け られ た こ と を機 に廟 の建 設 を 思 い 立 っ た とい う。

日常 的 な 活 動 は 、 毎 月(農 暦)2日 と16日 に 行 わ れ るセ ア ン スで あ り、 この 時 に は 、 三

忠 王 が 降 臨 す る と い う。 そ れ 以外 に は 、年 に 四 回 の 大 き な祭 が あ る。 それ らは 、 この廟 で ま

つ られ て い る 四種 の神 の誕 生 日で あ る。筆 者 が 訪 れ た 時 は 、残 念 なが ら祭 の時 期 で は な か っ

た の で 、これ らの 祭 祀 が どの よ うに 行 わ れ るの か 具 体的 に観 察 す る こ とは 出 来 な か っ た。 し

か し、闘 き取 りの範 囲 で は 、祭 の 組 織 や プ ロ グ ラ ム は 実 に簡 単 な もの で あ った 。 まず 、祭 の

た め に信 徒 か ら拠 出金 を募 る とい うこ とは な い。ま た 、信 徒 の 中 か ら祭 祀 専 管 の 役 員 組 織 を

選 出 す る こ と も な い。廟 と して 、信 徒 全 体 を代 表 す る形 で供 物 を 用 意 す る こ と も な く 、ま た 、

劇 団 を雇 って き て奉 納 す る こ と も しな い とい う。供 物 は 、信 徒 が それ ぞれ 個別 に 用 意 す るの

み だ とい う。御 輿 の練 り歩 き は 、神 の 意 志 次 第 で 行 うと き も あれ ば行 わ な い とき もあ るの だ

とい う。

廟 の 固 定 的 な信 者 につ い て 具 体 的 な 人 数 な どを聞 く こ とはで きな か っ た 。一 時 間 程 度 の イ

ンタ ビ ュー の 限 界 の故 で もあ ろ うが 、常 に廟 に 出 入 り して 日常 の 運 営 に 関 わ る少 数 の 人 々の

他 は か な り流 動 性 が高 い よ うで あ る。管 理 人 に よれ ば 、周 囲 が 政 府 に よ っ て 再 開発 され 高 層

ア パ ー ト群 が 林 立 した こ とに よ り、かつ て廟 の ま わ りに 住 ん で い た 人 々が 移 転 を余 儀 な く さ

れ た た め 、遠 くへ 引 っ越 して い っ た 人 が 多 く、彼 らは だ ん だ ん 廟 とは 疎 遠 に な っ て い っ た と

の こ とで あ る。 た だ 、 現在 で も信 者 に は 福 建 出 身 者 が 多い とい う。

(b)福 山 宮

クス 島 に あ る 「福 山 宮 」は 別 名 「亀 填 大 伯 公 廟 」 と も言 い 、シ ンガ ポー ル で は 有名 な廟 で

あ る。亀 填 と は 、 クス 島 の漢 語 名 で あ り、大 伯 公 は 廟 の 主神 で あ る。大 伯 公 は 、東 南 ア ジ ァ

の 華 人 社 会 の 民 間 信 仰 に お い て は 大 変 に ポ ピ ュ ラー な神 で あ る が 、どの よ うな 役割 、性 格 を

持 つ 神 な の か は、様 々 な 伝 承 が あ りは っ き り しな い5。 この 廟 で は 、管 理 人 に よれ ば 、 大伯

公 は 土 地 公 で あ る との こ とで あ っ た。大伯 公 の 生 誕 日が 農 暦2月2日 で 、こ の 目に小 規 模 な

祭 を や っ て い る と の こ とで あ り、この 点 か ら考 えれ ば 、この廟 の 大 伯 公 は 台 湾 な ど で言 うい

わ ゆ る土 地 公 とみ な して構 わ な い で あ ろ う。 しか し、こ の廟 が 有 名 な の は 、2月2日 の生 誕

祭 で は な く、毎 年 農 暦9月(廟 が 建 立 され た 月 で あ る とい う)に 行 わ れ る 巡 礼 だ とい う。普

段 の ク ス島 は 、 シ ン ガ ポ ー ル 本 島 か ら船 で30分 程 しか 離 れ て い な い の に もか か わ らず 、 平

5本 論 で は
、 この 点 は扱 わ ない。 先 行 研 究 と して は、 例 えば 、窪1987を 参照 。
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日に は1目 に2便 、週 末 で も5便 の 船 が 世 界 貿 易 セ ン タ ー の 埠 頭 か らや っ て くる だ け の 比 較

的 静 か な 島 で あ る。 海 岸 線 な どが 整 備 され 、海 水 浴 に来 る観 光 客 も い な い わ けで は な い が 、

常 設 の店 舗 や レス トラ ン はな く、本 島 に近 いセ ン トー サ 島 に比 べ れ ば 、に ぎ わ い方 は天 と地

ほ ど の差 が あ る。 これ が 巡 礼 月 に な る と、毎 日臨 時 便 が 増 発 され る ほ ど、多 くの 人 々 が 巡 礼

にや っ て くる 。 ま た 、 飲 食 店 や 土産 物 屋 な どが 多 数 店 を出 す 。

しか し、これ だ け 多 くの 参 拝 者 を集 め て い るに もか か わ らず 、この 廟 は 日常的 な 管 理 運 営

を行 う理 事会 も、祭 専 管 の組 織 も持 って はい な い とい う。廟 の管 理 人 に よれ ば 、 日常 的 な 管

理 運 営 は 、彼 の 一 族 が 代 々受 け継 い で い る。 ま た 、巡 礼 月 も、信 者 が 個 人個 人供 物 を 持 っ て

参 拝 に 来 るの み で あ り、廟 と して 信 徒 か ら決 ま っ た 額 の お 金 を集 めて 全 信 者 を 代 表 して 供 物

を用 意 した り、劇 団 を勧 請 した りとい う こ とは しな い 。 廟 の新 築 、 改 修 に して も、 かつ て

1927年 の 時 に 、廟 の建 て 直 しの た め だ け の一 回限 りの組 織 を 作 り、 お 金 を集 め て 回 っ た こ

とが あ る とい うが6、現 在 は 目常 的 な信 者 の 寄 付 か ら管 理 人 が 一存 で建 て 直 しや 改 修 を行 う。

ク ス 島 に は 、 か つ ては 住 民 が居 住 して い た が 、1970年 代 後 半 に 政 府 の リゾ ー ト開 発 計 画

の た め に 強 制 的 に シ ン ガ ポー ル 本 島 に移 住 させ られ た とい う。現 在 、島 に 居 住 して い る の は 、

廟 の 管 理 人 一 家 の み で あ る。廟 に組 織 基 盤 が欠 如 して い るの は この よ うな条 件 に も起 因 して

い る と考 え られ る。

(c)SL堂

SL堂 は 、義 順 と い うシ ン ガ ポー ル 東 北 端 の ニ ュー タ ウ ンの アパ ー ト群 の あ る 家庭 の 中 の

壇 で あ る。 壇 主 は42歳 の女 性 で 、南 海 観 音 、 荷仙 姑(八 仙 の うちの 一 人)、 済 公活 仏 な ど

が 愚 依 す る シ ャー マ ン で あ る。 筆 者 が 訪 れ た95年3月 現 在 、 彼 女 は 昼 間 は 自動 車修 理 工 と

して 働 く傍 ら、夜 に 問神 のセ ア ンス を して い た が 、そ の 後3カ 月 も しな い 間 に 修 理 工 の 仕=事

はや め た とい う。す な わ ち 、信 者 の 数 が 増 大 し、壇 の 収 入 だ けで 生 活 に は 困 らな くな って い

る。壇 を 開 い て か ら十 二年 ほ どが経 って お り、現 在 、土 地 を確 保 して廟 を建 設す る希 望 を持

っ て い る よ うで あ る。

毎 年 農 暦2月18目 を境 に そ の 前後 数 日間 南 海 観 音 仏 祖 の生 誕 祭 を行 っ て い る。 今 年 の 祭

は 、私 宅 の 中 で は な く 、近 所 に あ る空 き地 で 行 われ た。 シ ンガ ポー ル の ニ ュ ー タ ウ ンに は 必

ず 何 棟 か の 高 層 アパ ー ト群 の 中に 広 い 空 き地 が あ り、この よ うな場 所 で 巨 大 な テ ン トを張 っ

て 、 冠 婚 葬 祭 な どを 行 うこ とが で き る。95年 の 場 合 、 祭 にお いて は 、 炉 主 、 副 炉 主 を選 出

して い るが 、彼 らを補 佐 す るい わ ゆ る台 湾 で頭 家 と呼 ばれ る役 員 は 選 出 して い なか っ た。炉

主 や 副 炉 主 は 、多 額 の 資 金 を寄 付 し、様 々 な奉 納 品(巨 大 な線 香 、標 旗 と呼 ば れ る椴 帳 の よ

6そ の際の寄付者の名簿は廟 に向か って左側の外壁面にはめ込まれ た石碑に刻 まれて残 っている。
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表lSL堂 祭 典 日程表

農暦 陽暦 SL堂 祭 典

2月14日 3月14日 午後9時 玉皇上帝来駕
2月15日 3,月15日 午後3時 玉皇上帝回駕
2月15、16日 3月15、16目 施餓鬼
2,月17日 3月17日 午後7時 宴会
2月18日 3月18目 午後7時 「遊 街 」(シ ャ ー マ ン 、 神 輿 等 の

練 り歩 き)

午後9時 荷仙 姑 、信徒 に 「点仏光 」

2月19日 3月19目 午後8時 南海観音仏祖及び諸神、信徒を

率 いて 「蓮花 橋」 を渡 る

2月20日 3月20日 午後8時 善 財童 子 、信 徒 に 「紅包 」 を配 り、祈福

2月21目 3.月21日 午後10時 半 諸神回駕 1

うな旗 、劇 団 、獅 子 舞 な ど)を 準 備 した り、様 々 な神 を招 請 す る際 に信 徒 を代 表 して祭 壇 の

前 に 立 ち線 香 を 挙 げ て 拝 ん だ り とい う'ことをす るが 、祭 全 体 の 企 画 運 営 、式 次第 の進 行 な ど

は全 て 通 常 の 理 事 会 の 理 事が 行 っ て い た。祭 や 通 常 時 の 運 営 資 金 は 、信 者 の お賓 銭(「 添 油

香 」 と 呼 ばれ る)の ほ か に 、祭 の 会 場 に様 々 な置 物 や 額 な どを 並 べ 、そ れ ら を信 徒 に 買 っ て

も らっ て そ の利 益 で ま か な っ てい る。

祭 の メイ ン の行 事 は 表1の 通 りで あ るが 、ほ とん どが 夜 に行 われ る。 これ は 、壇 主 を は じ

め 、信 徒 の多 くが 昼 間 は 勤 め を持 って い るた め で あ り、ま た信 徒 の 分布 が シ ンガ ポ ー ル 全 島

に 散 ら ば っ て い る た め 、 勤 め を終 わ って か らで も参 加 出 来 る 時 間 設 定 に な っ て い る。

こ こ で行 事 の 一つ 一 っ を記 述 す る余 裕 は な い。ま た、筆 者 は 今 回 他 に 一 、二 の ケ ー ス を観

察 した のみ な の で 、こ の よ うな祭 祀 の ス タ イ ル が シ ン ガ ポー ル 華 人 の宗 教祭 祀 活 動 の 典 型 で

あ るか 否 か は不 明 で あ る。こ こで は 、台 湾 との 比 較 で 目立 つ 相 違 点 につ い て の み 特 記 して お

き た い が 、そ れ も今 後 よ り多 くの 事 例 を 収 集 して 検 証 す る こ と が必 要 で あ る こ と をあ らか じ

め 明 記 して お く。

筆 者 に と って 台湾 との 最 も大 きな 差 異 と思 わ れ た の は 、 「出 巡(神 輿 の練 り歩 き)」7の

規 模 で あ る。SL堂 の場 合 、 時 間 に して 約30分 、 距 離 に して も往 復 数 百 メ ー トル程 度 、 会

場 とな った 空 き地 の ま わ りを 約 三 分 の 一 周 して 戻 っ て き た だ け の もの で あ った 。しか も、沿

道 の 観 客 も少 な く、 た だ 通 りか か った 人 が な が め る程 度 の も の で あ っ た。 台 湾 の 場 合 に は 、

既 に 述 べ た よ うに 、出巡 は神 が信 者 の 住 ん で い る 地 域 を く まな く ま わ る こ と と考 え られ て い

るの で 、一 日がか り、も し くは村 を越 え て 広 い 地 域 に 信 者 を抱 えて い る場 合 に は数 目か ら一

カ 月 以 上 か か る とい う こ とす らあ る。出 巡 は 祭 の メイ ンイ ベ ン トで あ り、沿 道 の 人 々 は供 物

7福 建 系 シン ガ ポー ル 人 の問 で は 「遊 街 」 と呼 ばれ て い る
。
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を用 意 して家 の 前 に 並 べ 、神 の 隊 列 が 通 る と きに は線 香 を 持 って 拝 み 、盛 大 に爆 竹 を 鳴 らす

な ど 、で き る限 り賑 や か に神 を 迎 え 礼 を 尽 くす 。シ ンガ ポ ー ル で は 、爆 竹 は 禁 止 され てお り、

また 出 巡 自体 も 交 通 の 妨 げ に な る と い う理 由 で な か な か 当 局 の 許 可 を とれ な い とい う事 情

が あ る。SL堂 の場 合 に も、当初 予 定 して い たル ー トは 許 可 が お りなか っ た よ うで あ る。 し

か し、こ う した外 的 な制 約 の あ るな しに 関 わ らず 、SL堂 で は 、台 湾 の よ うな大 が か りな 出

巡 を行 う内的 な 必 要性 もな い と考 え られ る。そ れ は ま さに 、台湾 に お け る宗 教 祭 祀 の 地 縁 性

が シ ン ガ ポー ル に お い て 欠 如 して い るか らで は な い だ ろ うか 。SL堂 の 信 者 は 、必 ず しも 義

順 の 高 層 アパ ー トに 住 ん で い る人 では ない 。政 府 の方 針 で 、ア パ ー トの 入居 者 は 、民族 の 別

な ど を一 切 考 慮 せ ず 、あ らゆ る民 族 の 人 が 混 在 す る よ うに配 置 され て い る。 よ って 、祭 祀 セ

ン ター は ま わ りを 様 々 な 民 族 の 住 人 に取 り囲 まれ て い て 、信 者 の 地域 的 組 織 が 作 られ る可 能

性 は な く、神 が 管 轄 す る信 者 の 地 域 とい うもの は成 立 し得 な い。集 ま っ て く る信 者 は 、個 々

の神 の霊 験 を 求 め て や って く る。SL堂:の 場 合 に も、信 者 は シ ンガ ポ ー ル 島 の義 順 とは全 く

反 対 の端 の ジ ュ ロ ンか ら もや って くる の で あ る 。つ ま り、巡 行 は そ れ を行 うべ き構 造 的 な 必

然 性 を 失 い 、 一 種 の ア トラク シ ョン と化 して い るの で あ る8。 既 に述 べ た 祭 の 運 営 組 織 、 資

金 調 達 、供 物 や 奉 納 劇 等 の 調 達 の 仕 方 な ども こ うした 地 縁性 の 欠 如 の 証 左 で あ るだ ろ う。

(d)小 括

以 上 三 つ の 華i人の 民 間 信 仰 の祭 祀 セ ン タ ー は 、地縁 的 な社 会 の 統 合 の 象 徴 と して の役 割 を

果 た す 存 在 と考 え る こ とは 不 可能 で あ る。信 者 は 霊験 が あ り、個 人 の 問題 を よ り適 切 に解 決

して くれ る セ ンタ ー を求 めて あ ち こ ちへ と さま よい 、そ の よ うな と こ ろが 見 つ か れ ば 、た と

え住 ん で い る と こ ろか ら多 少 遠 く て も そ こへ 足 しげ く通 うよ うに な る。そ こに は 、台 湾 や 大

陸 を含 め た 西 南 中国 起 源 の漢 民族 の民 間信 仰 の 最 もべ 一 ス と な る 「人 間 の利 益 の為 に神 が 奉

仕 す る 」(三 尾1995)と い う思 考 が 貫 か れ て い る。

地 縁 性 の 欠 如 に っ い て は、お そ ら く以 上 の よ うな漢 民族 の 民 間 信 仰 の 個 人 利 益 追 求 とい う

本 質 的 な 要 素 の 他 に も、シ ンガ ポー ル 独 自の社 会 的 な 要 因 が 考 え られ る だ ろ う。そ の 一 つ は 、

都 市 性 で あ る。 しか し、台 湾 にお い て は 、台 北 の よ うな 大 都 市 に あ る廟 で あ っ て も、あ る 程

度 の 地縁 性 を見 い だ す こ とは で き る の で 、単 に都 市 的 状 況 だ け が原 因 で は な い と考 え られ る。

よ り重 要 な 要 因 と して は 、政府 が 推 進 した 再 開 発 計 画 が考 え られ る。再 開 発 計 画 は 、従 来 あ

った 民族(も しく は 、下位 民 族集 団)毎 の 住 み 分 け を解 体 し、地縁 社 会 の 解 体 を促 した。政

8神 輿 に乗せ る神 像 の 取扱 い も、台 湾 に 比べ る と殆 ど注 意 が払 わ れ な い。 像 の 中 に神 の 霊魂 が宿 って い る

とい う印象 は 、 見 て い る者 に は伝 わ って こな い。 人 々の 注 目は、 神 輿 よ り もシ ャー マ ン の 派手 なパ フ ォー

マ ンス や信 者 の子 供 達 が数 種 類 の飾 り物 を捧 げ 持 って 行 進す る様 子 等の 方 に集 ま って い る。
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府 は1960年 に住 宅 開 発 局(HDB)を 設 置 し、 市 中 の 老朽 化 した ス ラム を取 り壊 して 、 都

市の 再 開発 及 び 新 た な 住 戸 の建 設 に着 手 した。 そ して 、1982年 ま で に は 、 人 口の 約75%が

何 らか の形 の 公 共 住 宅 に移 り住 ん だ とい う(可 児1985:30-31)。 この 住 宅 政 策 は か な り強

硬 な も の で 、あ る地 域 の 開 発 が 決 定 され れ ば 、そ こ に住 ん で い た 住 民 は 有 無 を言 わせ ず 立 ち

退 か せ られ た 。ま た 、移 転 先 につ い て は 、政 府 は新 しい フ ラ ッ トに全 て の 民 族 をバ ラバ ラ に

配 置 し、あ る 民族 が 一 カ 所 に 固 ま らな い よ うに振 り分 け た。 こ う して 、か つ て の 同 じ方 言 を

話 す 人 々 に よ って 形 成 され て い た 都 市 内 のネ イバ ー フー ドは 解 体 され た9。 か つ て は 、言 葉

のわ か る 同 士 が 寄 り集 ま っ て住 み 、そ の 中 で 日常 の様 々 な 社 会 関 係 が 取 り結 ばれ て き た。宗

教 信 仰 に つ い て も例 外 で は な か っ た。 同 じ言 語(華 人 の場 合 に は 、方 言)を 話 す 人 々 は 、同

じ神 をま つ り、同 じ廟 の信 者 で あ っ た が 、今 で は新 しい 居住 地 か らか つ て の廟 は遠 くな っ て

しま っ た 。場 合 に よ って は 、再 開 発 に よっ て 廟 そ の も の が取 り壊 され て な くな って しま っ た。

現 在 で も、そ れ ぞ れ の廟 で は 、そ の歴 史的 な経 緯 か らあ る特 定 の 地 域 に住 ん で い た あ る 特 定

の 民 系(華 人 の 中 の 下位 民 族 集 団)の 人 々 が 信 者 の 中核 を 占 めて い る が 、次 第 に こ う した状

況 は 消滅 しつ つ あ る10。

2.華 人 宗教 の 近 代 化 一慈 忠壇

1で 取 り上 げ た 諸 施 設 は 、様 々 な 変 容 を経 験 して い る とは い え 華 人 の 民 間 信 仰 の 中で も伝

統 を最 も よ く引 き 継 い で い る も の で あ る。本 節 で は 、伝 統 的 な 要 素 を残 しな が ら、シ ン ガ ポ

ー ル とい う近 代 化 を遂 げ た社 会 状 況 に敏 感 に反 応 した 宗 教 信 仰 と して
、慈 忠壇 を 取 り上 げ る。

慈 忠壇 は 、后 港 の ニ ュー タ ウ ン の 中 に あ る ス ーパ ー モ ダ ン な 宗 教 施 設 で あ る。初 めて 訪 れ

た人 は 、まず そ の 変 わ っ た 概 観 に驚 か され る。普 通 華i人の廟 と い え ば 、屋 根 に極 彩 色 のデ コ

レー シ ョ ンが ほ ど こ され 、重 く頑 丈 で厳 つ い神 の絵 の 描 か れ た 廟 門 を入 る と、中は 薄 暗 く線

香 の煙 が も う も う と し、天 井 や 壁 が長 年 の煙 で 黒 ず ん で い る。 と こ ろが 、慈 忠 壇 は 、青 銅 の

屋 根 に は 何 の 装 飾 も な く、 しか も全 く壁 が な い 。太 い 柱 が屋 根 を支 えて い る が 、中は 明 る く

風 通 しがす こぶ るい い11。 神 棚 は 、階 段 を 上 が っ た 二 階 に あ るが 、 そ こに ま つ られ て い る神

9例 えば
、 山下1988:83-85に み られ る広 東 肇慶 人 の 居住 移 住 を参 照 。

n民 族 集 団 の解 体 は
、 華人 社 会 内 にお い て は、 以 上 の よ うに 民系 の解 体 とい う形 を とっ て きて い る。 これ

は、 華 語 の普 及 とい う点 に よ って も促 進 され て い る。 かつ て の 華僑 社 会 にお い て は 、人 々 は 自分 と同 じ方

言 を話 す 人 との み 日常 的 な接 触 を持 っ て きた ので あ り、彼 らが 帰属 意 識 を持 っ 集 団 は、 大 陸 の同 じ地域 か

ら移 住 して同 じ方 言 を話 す 範 囲 に よっ て確 定 され る集 団 であ った。 そ こで 、政 府 は華 人 の狭 あい な 地域 意

識 を払 拭 し、 異 な る民 系 の 人 々の 間 に 共通 の華 人 意識 を醸 成 す るた め に 、70年 代 末 よ り華語 運 動 を展 開 す

る よ うに な った 。 今 で は、 華 人 は家 で は 年老 い た父 母 や祖 父 母 とは方 言 を 、華 人 同 士で は 華語(ま た は英

語)を 、 よ りパ ブ リ ックな 場 で は英 語 を 、 と何種 類 もの 言語 を 日常的 に 使 い分 け て い る。

11四 本 柱 で屋 根 を支 え てい た かつ て の 相撲 の 土俵 を巨 大 に して 二階 建 て に した よ うな感 じで あ ろ う。 壁 が
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の数 も三 種 類 と大 変 に少 な く、こ の点 で も通 常 の廟 と異 な って い る。三 種 の 神 と は、大 聖 仏

祖(斉 天 大 聖)、 太 上 老君 、黄 老 仙 師 で あ る。そ の ほ か の神 々 は 、メ イ ン の祭 壇 の 後 ろ に 「衆

仙 仏 」 と して まつ られ 、 そ の 下 に は 「地 主 爺 」 と呼 ばれ る 土地 神 が ま つ られ て い る。

とこ ろ で 、建 物 の特 異 さは 、壇 主 に 愚 依 す る とこ ろ の黄 老 仙 師(以 下 、仙 師 とす る)の ス

ー パ ー モ ダ ンな 思 考 法 に 由来 す る の だ とい う
。仙 師 は 、人 間 界 と神 の 世 界 とは つ な が っ て い

るの だ か ら、人 間 界 の 社 会 の 変 化 に神 も従 って 変 わ っ て い か な くて は 人 々 のニ ー ズ に神 が応

え られ な くな る と考 え て い る。廟 の建 築 に つ い て も、今 で は も う正 統 な伝 統 的 廟 を 作 れ る よ

うな 大 工 は い な く な っ て い る とい う。だ とす れ ば 、まや か しの疑 似 伝 統 的 廟 をた て る よ りは 、

現 在 の 建 築 技 術 を生 か した廟 を建 て るべ きだ どい うの で あ る。そ こで 、廟 の 建 物 は 、仙 師 が

託 宣 に よ っ て 指 示 した 魯 班 尺 の寸 法 を 、同 席 させ た 設 計 士 に メー ター 尺 に 直 して 図 面 を ひ か

せ た。 屋 根 の 中心 に は ス テ ン レス ス チ ー ル を 使 い 、採 光 な ども考 え 、 「明 る く誰 で も入 っ て

きや す い廟 」 とす る事 を 心 が け た。 しか し、何 もか も近 代 化 すれ ば い い と い うもの で も な く、

保 存 す べ き 良 き伝 統 は残 さな けれ ば な らな い とい う。例 えば 、建 築 に お い て は風 水 は 十 分 考

慮 す べ き で あ る し、信 者 の 把 握 に は コ ン ピュ ー タ ー の デ ー タベ ー ス 化 が 必 要 だ が 、他 方 、「く

じ」は コ ン ピ ュー ター 化 す べ き で は な い な ど、先進 技術 と伝 統 との 調 和 が 必 要 不 可欠 で あ る

とい う。

こ の よ うに して 、慈 忠 壇 は 、伝 統 と近 代 の双 方 のす ぐれ た と ころ を 取 り入 れ た廟 で あ る と

い う こ とが最 大 の セ ー ル ス ポ イ ン トで あ る とい う。信者 の 中 核 をな す 理 事 た ち も全 て英 語 教

育 を受 けて き た 人 々で あ り、彼 ら の間 及 び 外 か らや っ て き た 人 との会 話 も英 語 も し くは方 言

が 使 われ 、 華 語 は あ ま りつ か われ て い な い 王2。近 代 化 して い る とい う こ とは 、彼 ら廟 の 運 営

者 に とっ て は 一 般 の廟 と慈忠 壇 との 最 大 の相 違 点 で あ る。合 理 的 、近 代 的 思 考 と伝 統 との程

良 い 調 和 及 び そ れ を表 現 した様 々 な 意 匠 、迷 信 的 な 部 分 や 拝 金 主 義 を排 し、一 般 の 人 々 へ の

慈 善行 為 に 徹 す る とい う彼 らの信 念 は 、慈 忠 壇 を他 の廟 と著 し く異 な る もの と して して い る。

現 在 の この 特 異 な廟 が完 成 した の は1987年 で あ るが 、そ もそ も この 壇 は 、1961年 に リバ

ー バ レー ・ロー ドの シ ョ ップハ ウス の 二 階 か ら始 ま っ た とい う。壇 主(女 性)は 、も と も と

マ レー シア で ゴ ム の採 取 の仕 事 を して い た が 、あ る時 大 聖 仏 祖 が 「玉 皇 上 帝 が 黄老 仙 師 を 下

界 に 下 して 人 々の 苦難 を救 わせ る」 と託 宣 して 、黄 老 仙 師 を彼 女 に愚 依 させ た とい う。壇 を

開 い て か ら四 年 後 に は理 事 会 が で き て い て 、現 在 もそ の 時 に 黄 老 仙 師 に よ っ て選 ばれ た 理 事

が壇 を運 営 してい る とい う。 そ の後 、壇 の あ った 一 帯 は1976年 再 開 発 計 画 に よ り政 府 に接

ないので、夜 間は鉄の鎖のカーテンで外部との仕切 を している。

12英 語校 出身者は、高学歴で社会的地位 も高い傾 向にある。信者 に英語校 出身者が多い ことを強調するの

は、暗 にこの廟 がレベルが高い とい うことを示 したいがため と思われる。
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収 され 、 壇 は ブ キテ ィマ へ移 るが 、 信 者 が 増 えて す ぐに 手 狭 に な り、1984年 に 現在 地 に 土

地 を 買 うこ と を政 府 に 申 請 し、 買 収 した。

この廟 で の 通 常 の 活 動 は 、毎火 木 土 の夜 に 行 わ れ る 「問 神 」の セ ア ン ス で あ る。そ の ほ か 、

神 が縁 が あ る と して 認 め た 「弟 子 」 に は神 拳 、画 符 、 治病 等 の 方 法 を教 授 す る。 「会 員 」 と

呼 ばれ る 信者 組 織 も あ り、そ の 間 で は 、旅 行 会 の よ うな 親 睦 行 事 も あ る とい う。会 員 に な る

に は 、シ ンガ ポー ル 市 民 で な けれ ば な らず 、既 に 会 員 にな って い る人 の紹 介 が 必 要 で 、 しか

も理 事会 の承 認 を受 け る こ とが不 可欠 で あ る とい う。 大 きな 祭 典 は 、毎 年 農 暦4月18日 に

現 廟 の 落成 記 念 日と して 「周 年 記 念 」の行 事 を行 う。 炉 主や 頭 家 は 選 ば ず 理 事 会 が祭 の 準 備

を し、劇 団 を 雇 っ て き て奉 納 した り、宴 会 を す る。 ま た 、老 人 ホ ー ム に 住 む 老 人 達 に 「紅 包

(祝 い金)」 を 配 るな ど の慈 善活 動 も行 う。

こ の壇 の 地 縁 性 の 薄 さ は、度 重 な る遷 移 に よ る も の で あ る が 、そ れ だ け で は な く、宗 教 信

仰 の 内容 に も関 わ っ て い る よ うで あ る。例 え ば 、既 に 述 べ た 「弟 子 」を 採 る とい う制 度 で あ

る。地 縁 的 な 廟 の 場 合 に は 、あ る地 域 的 な範 囲 に居 住 す る住 民 は 、す べ か ら くそ の 廟 の 信 者

(弟 子 と呼 ば れ る)に な るの が 通 常 で あ るが 、こ の廟 で は 、神 に よ り弟 子 が 選 出 され る。 そ

こで 考 慮 され る の は神 との 因 縁 で あ り地 縁 で は な い。ま た 、信 仰 対象 が非 常 に 限 定 され て い

て 、 しか も黄 老 仙 師 とい う神 は 必 ず しも ど この 廟 にで も あ る ポ ピュ ラ ー な もの で は な く、信

者 は お そ ら く他 な らぬ この 神 の 霊 験 を求 め て 集 ま っ て くる も の と考 え られ る。

この 点 につ い て参 考 に な るの は 、佐 々木 宏 幹 に よ るマ レー シ ア の 「黄 老仙 師 慈 教 」 とい う

新 興 宗 教 につ い て の報 告 で あ る(佐 々 木1983)。 佐 々木 に よれ ば 、 黄 老仙 師 慈 教(以 下 、

慈 教 とす る)は 、1940年 代 後 半 に、 マ レー シ ア のバ ハ ウに お い て 客 家 系 の塵 俊 に よ り創 唱

され た と い う。信 仰 され る対 象 は 、斉 天 大 聖 、太 上老 君 、黄 老 仙 師 の 三 種 のみ で あ り、シ ン

ガ ポ ー ル の慈 忠 壇 と同様 で あ る。 ま た 、 問神 を行 うシ ャー マ ン(佐 々木 に よれ ば 「童 身 」)

は 、一 般 の 廟 の タ ン キー と異 な り トラ ンス に 入 っ て も殆 ど動 か ず 、合 掌 して一 分 ほ どで 体 が

小刻 み に震 え る程 度 で あ る点 も佐 々 木 の 報 告 と シ ン ガ ポー ル の慈 忠壇 は ほ ぼ 一 致 す る。扱 う

問題 が 「治 病 」 を 主 と して い る 点 も同 じで あ る。 慈 忠 壇 に お い て 、黄 老 仙 師 慈 教 とい う宗 教

集 団 の 一 支 部 で あ る か ど うか を尋 ね た と ころ で は 、 「慈 教 」 と い う言 葉 は始 め 通 じず 、何 度

か 聞 き直 して よ うや く 「黄 老仙 師 慈 家 一 家 」 と呼 ぶ 組 織 が あ っ て 、マ レー シ ア 、シ ン ガ ポ ー

ル の 黄 老 仙 師 廟 が 集 ま っ て 、毎 年 各 廟 が 順 番 で 当番 とな って 集 ま り を開 く とい う返 答 を得 た。

以 上 の 点 か ら考 え て 、お そ ら く佐 々 木 氏 の 言 う 「慈 教 」 と、 「慈 家 一 家 」 と は 同 じ組 織 を 指

して い る もの と思 われ る が 、慈 忠 壇 の 人 々 に は 彼 らの 廟 が マ レー シ アの 慈 教 の諸 廟 と同 じ グ

ル ー プ に帰 属 して い る とい う意 識 は あ ま り強 く ない と思 われ る。

慈 教 に も慈 忠 壇 に も 共 通 す る最 も重 要 な 点 は 、シ ャー マ ン と依 頼 者 の 間 に 、恒 久 的 な 師 弟

関 係 が 作 られ る こ とで あ る。佐 々木 も指 摘 して い る よ うに 、通 常 の タ ンキ ー 信 仰 に お い て は 、
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依 頼 者 を恒 久 的 に みず か らの も とに 関 係 づ けて お くメ カ ニ ズ ム は な い 。も し、あ り うる とす

れ ば 、筆 者 が 先 に 述 べ た よ うに 、あ る地 理 的 な 範 囲 を網 羅 す る よ うに 信 者 が 広 が っ た場 合 の

み で あ ろ う。 その 場 合 で も、信 者 を意 識 的 に 固 定 化す る よ うな 入 門 儀 礼 な どは な い。 しか し、

慈 教 で は 、信 者 に は入 門 式 を 実 施 し、簡 単 な 道 理 書 を入 門式 を終 え た 信 者 に渡 しそ の規 定 を

遵 守 させ る な ど 、信 者 の 固定 化 を 可能 に す る シス テ ム を作 っ て い る。慈 忠 壇 の場 合 に は 、入

門 式 の 有 無 や 道 理 書 の 存 在 に つ い て は 質 問 しな か っ た た め か 言 及 され な か っ た が 、弟 子 と し

て仙 師 か ら選 ばれ るに は仙 師 との 面 接 が 必 要 で 、それ を ク リア す る と、慈 教 の 場 合 と類 似 し

た 規 定 を遵 守 す る こ とが 要 求 され る13。

更 に も う二 点 、佐 々 木 の 指 摘 の 中で 興 味 深 い 点 は 、黄 老先 師 慈 教 が マ レー シア にお いて は

超 民 系 的 な宗 教 と して 発 展 した こ と及 び 、祭 祀 す る神 の数 を 減 ら した りシ ャー マ ン に神 が 愚

依 す る際 に ほ と ん ど トラ ンス に入 って い る か ど うか わ か らな い 程 の わ ず か な動 き しか 見 せ

な い 点 が 、イ ス ラ ム教 を意 識 した結 果 で あ ろ う とい う点 で あ る。前 者 は 、マ レー シア で は少

数 派 の華 人 が 、多 数 派 の マ レー 系 に 対 して団 結 す る必 要 か ら、方 言 別 の 宗 教 活 動 よ りも慈 教

の よ うに 、方 言 の 違 い を越 え た超 民 系 的 な 統 合 の シ ン ボル とな り うる 教 義 や 入 門 式 な どの 形

式 を 整 えた 求 心 力 を 持 っ 宗 教 に 引 きつ け られ 易 い との 見 方 で あ る。一 方 後 者 は 、や は り多 数

派 の マ レー 系 が 信 奉 す るイ ス ラ ム 教 が 支 配 的 な マ レー シ ア の 宗 教 環 境 に 適 合 す るよ うな 宗

教 の 形 式 と して 、出来 得 る限 り一 神 教 に 近 く 、シ ャ ーマ ニ ス テ ィ ック な 色 合 い を薄 め た 体 裁

を整 えた とい う。

これ らの 指 摘 は 、 シ ンガ ポ ール の 慈 忠 壇 に お い て は も ち ろ ん 単 純 に は あて は ま らな い 。

佐 々 木 も指 摘 して い る よ うに 、シ ンガ ポ ー ル は 華 人 が 絶 対 的 に優 勢 の 社 会 で あ り、超 民 系 的

な 組 織 を必 要 とす る 要 因 は 少 な い 。そ れ 故 、慈 忠 壇 の場 合 に も潮 州 系 が 信 者 の 大 半 を 占め て

い る と い う。た だ し、イ ン タ ビ ュー の 範 囲 内 で は廟 の 関係 者 は 、民 系 の 違 う人 や マ レー 系 も

や って く る こ とを か な り強 調 して いた こ とは事 実 で あ る。ま た 、彼 らは 、廟 の 建 築 が スー パ

ー モ ダー ンで あ る と主 張 して い た が
、見 方 に よ って は シ ン ガ ポー ル に あ る比 較 的 新 しい モ ス

クの 形 態 に も似 て い るな ど、マ レー シ ア 同 様 イ ス ラ ム教 の影 響 を受 け て い る と言 えな く も な

い。 お そ ら く 、シ ンガ ポ ー ル で は、宗 教 信 仰 にお い てマ レー 系 との 対 抗 関 係 を強 調 す る必 要

が な いた め、 意識 化 され る レベ ル で は 、 「近 代 」 と宗 教 と の調 和 と い う点 が よ り強 調 され た

の で あ ろ う。た だ し、シ ンガ ポ ー ル にお い て は慈 教 関係 の廟 は 多 い とは 言 えず 、社 会 全 体 に

B例 えば
、牛 肉、 狗 肉 、毒 物 を 口 に しない こ と、 九 日間 の精 進 潔 済 を行 うこ とな ど。 ま た、 一 年 目は 毎 日

二枚 の符 を書 い て燃 や して飲 む 、 二 年 めは 毎 月(農 暦)一 日 と一五 日に 、三 年 目以 降は 農 暦 正月 一 日、 四

月 一 日、七 月 一 日、十 月 一 日に同 様 な こ とをす るの だ とい う。 慈教 で は 、牛 肉 と狗 肉の 禁 忌 、一 年 目に 毎

日符 を 一枚 燃 や して飲 む 、儀 礼 へ の 参加 、 毎 月一 ドル の納 入 な どの規 定 が あ る(佐 々木1983)。
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対 す る影 響 力 はマ レー シ ア と比 較 した 場 合 、 小 さ い と考 え られ る。

3.道 教 総 会

1で 述 べ た よ うな 最 近 の 華 人 の 伝 統 的 な 民 間 信 仰 の あ り様 は 、宗 教 学 で既 に使 い 古 され た

感 の あ る 「世 俗 化 理 論 」 を思 い起 こ させ る。即 ち 、人 々 の 宗 教 離 れ が 進 み 、本 来 共 同 体 の 中

に 埋 め 込 まれ た も の と して 存 在 して い た 宗 教 が 共 同 体 か ら離 れ 、個 人 の領 域 の 中 に 後 退 した

とい うもの で あ る。 もち ろん 、昨 今 の 世 界 大 で 進 行 す る 「フ ァ ン ダ メ ン タ リズ ム」的 な 運 動

や 、宗 教 の 再 生 現 象 等 を 見 るな らば 、近 代 化 と宗 教 衰 退 が必 ず し も結 び っ か な い こ とは あ き

らか で あ り、 世俗 化 理 論 の 妥 当性 は 高 い とは 言 え な い。

シ ン ガ ポー ル に お い て は 、宗 教 が す ぐれ て 個 人 的 領 域 に関 わ っ て い る こ とは 否 定 で きな い 。

共 同 体 に埋 め 込 ま れ た 宗 教 は 、シ ンガ ポ ー ル の 社 会 的 条 件 の 下 で は成 立 し難 い 。 しか し、こ

の こ とは宗 教 の 衰 退 とは 結 び っ い て はい ない よ うで あ る。 既 に 、TongCheeKiong(1992)

等 の 論 考 に も あ る よ うに 、 シ ン ガ ポー ル 華 人 の 宗 教 を め ぐ る、 も う一 っ の トレン ドは 、 「知

識 化 」 と彼 が 呼 ぶ 現 象 で あ る。 そ れ は 、統 計 的 に は 道 教(筆 者 の 用語 で は 民 間 信 仰)信 徒 の

数 の減 少 とキ リス ト教 や 仏 教 信 者 の 数 の 増 大 と して 現 れ て い る14。

Tongに よれ ば 、 道 教 か らキ リス ト教 や 仏 教 へ の 改 宗 者 は 、 キ リス ト教 の 場合 に は 、 英 語

教 育 を 主 に受 け た者 、仏 教 の 場 合 に は 華 語 教 育 を主 に受 け た者 とい う違 い が あ る もの の 、い

ず れ も比 較 的 高 学歴 、高 収入 の 華 人 に 多 い とい う。 これ らの 人 々 に と って は 、道 教 は 宗 教 哲

学 の欠 如 した 迷 信 に 近 い 宗 教 で あ り、求 め るべ きは 、宗 教 的 な 哲 学 で あ り、生 きて 行 くた め

の 倫 理 規 範 な の だ とい う。 キ リス ト教 や 仏 教 は 、 聖 典 を持 ち 、 そ れ を学 習 す る こ とに よ り、

人 生 や 世界 の 意 味 付 け に つ い て の 指 針 を得 る こ とが 可 能 だ とい う。

キ リス ト教や 仏 教 が 高 学 歴 の 人 々 を引 きつ け る も う一つ の原 因 は 、これ らの 宗 教 を標 榜 す

る諸 団 体 が 、慈 善 活 動 に 力 を入 れ て い るか らで あ る。特 に 、シ ン ガ ポ ー ル の 仏 教 は 、キ リス

ト教 の 慈 善 活 動 に な ら って 様 々 な施 設 一例 え ば老 人 ホ ー ム ー を開 設 した り、医 療 ボ ラ ンテ ィ

アや 慰 問 活 動 を 行 っ て い る点 に 特 徴 が あ り、 こ う した 新 しい 形 の 仏 教 は 、Associational

Buddhis冊 と も呼 ば れ て い る15。

これ に対 し、近 年 注 目を浴 び始 め て い る の が 「道 教 総 会 」 の成 立で あ る。 これ は 、い わ ゆ

る華 人 の 民 間信 仰 の 組 織 化 とい う、これ ま で の 華 人 宗 教 の社 会 組 織 の歴 史 的 発 展 に お い て も

14Tongに よれ ば
、 この 他 にセ ンサ ス で は 「無宗 教 」 を選 択 す る者 も増 加 して い る とい う。 しか し、 こ の よ

うな人 々 は、 全 くの 「無 宗 教 」で あ る わ けで は な く、 宗 教実 践 に 参加 す るこ と もあ る とい う。 ただ 、 彼 ら

の認 識 と して は 、 宗教 が 彼 らの 日常 生活 世 界 にお いて 、 大 き な意 味 を持 ってい な い とい うこ とを示 して い

る とい う。

15詳 しくは 、Lingl993を 参 照。
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例 を見 な い新 しい試 み で あ る。 道 教 総 会 は1990年 に正 式 に成 立 した が 、 組 織 化 へ の動 き は

80年 代 末 よ り本 格 化 した 。そ の 根 底 に は 、 シ ン ガ ポ ール 華 人 の 道 教 離 れ へ の危 機 感 が あ る。

セ ン サ ス に よれ ば 、1980年 に は シ ンガ ポー ル 人 の29、3%が 道 教 を信 仰 して い た が 、88年 に

は13、4%に ま で激 減 して い る とい う(5「銘毎 ε37加 θ51989年11月9日)。 こ の結 果 を受

け 、道 教 の職 能者 や い くっ か の 廟 の理 事 等 が道 教 の 将 来 を愁 え 、討 論 会 を持 ち 、そ の 中か ら

シ ン ガ ポー ル の 道 教 を 再 生 させ る た め に 道 教 の 改 革 を行 う団 体 を組 織 す る こ とを 計 画 す る

よ うに な った とい う。そ の 目的 と して は 、道 教 の 教 義 を 宣伝 す る こ と、拝 金 主 義 的 なカ ル ト

グル ー プ を根 絶 す る こ と、そ して 道 教 と仏 教 を 明確 に 区 別 し、一 般 の 民 衆 に 自 らが 「道 教 徒 」

で あ る こ とを 自覚 させ る こ とで あ る とい う。

道 教 総 会 は ζ中 国 の歴 史 上 登 場 して き た 様 々 な宗 教 的秘 密 結 社 とは 異 な り、加 入 儀 礼 を経

て個 人 に 自覚 的 に メ ンバ ー と して の 地位 を獲 得 させ る の で は な く、廟 とい う華 人 の 社 会 に は

何 処 に で もあ る宗 教 施 設 を通 して そ の 傘 下 に入 っ て い る ご く一 般 的 な 信 徒 を ゆ る く包 み 込

む とい う点 で あ る。 しか も、ね ら い と して は 、従 来 の道 教 的 な宗 教組 織 が ほ とん ど地 方 的 な

も し くは 方 言 毎(即 ち民 系 毎)の 組 織 化 で あ っ た の に対 し、超 民 系 的 組 織 を作 り上 げ よ う と

して い る。シ ン ガ ポ ール の よ うな 面積 の 狭 い 国 で あ っ て も 、これ ま で は1つ の 廟 に 集 ま る人

は 同 じ民 系 の 人 に片 寄 りが ち で あ った し、ま た 法 事 を道 士 に依 頼 す る場 合 に も、信 徒 と同 じ

方 言 を 話 す 道 士 に依 頼 す る こ とが 多 く、民 系 を 越 えた 交 流 は 信 徒 の側 に も 道 士 の側 に も殆 ど

な か っ た 。 こ う した こ とが 、 シ ンガ ポ ー ル にお け る 道 教 が他 の 宗 教 と比 べ て 組 織 力 、凝 集 力

に欠 け る原 因 に も な っ て い た。

現 在 道 教 総 会 の組 織 は 、社 団会 員 と個 人 会 員 の 二 本 立 て で あ るが 、主 力 は社 団 会 員 で あ る。

社 団 会 員 とは 、政 府 に登 記 を した廟 で あ り、各 廟 か ら二 名 の 代 表 が 出 て 、道 教 総 会 の 理 事 を

構 成 す る とい う。 現在 、社 団 会 員 に は 二 十 数 宇 の 廟 が入 っ て い る とい う。 しか し、こ の数 は

シ ンガ ポ ー ル 全 土 の廟 の数 か らす れ ば 決 して 多 い とは 言 え な い 。廟 に よっ て は 道 教 の 神 を ま

つ っ て い る の に も 関 わ らず 、道 教 総会 で は な く仏 教 総 会 の方 に加 入 して い る とい うもの も あ

る とい う。

こ こで 注 目す る べ き 点 は 以 下 の 諸 点 で あ ろ う。 まず 、迷 信 で は な い 道 教 の哲 学 、倫 理 を庶

民 に 普 及 させ よ う と して い る点 で あ る。 これ は 、AssociationalBuddhismや キ リス ト教 を

強 く意 識 して い る こ とを示 して い る。道 教 の 「教義 」が 何 で あ る の か は様 々 な 議 論 が あ ろ う

が 、少 な く と も、職 能 者 は従 来 の よ うに漫 然 と依頼 され た儀 礼 を行 うの で な く、人 々 に儀 礼

の 意 義 を説 明 す るべ きで あ る とい うこ とを認 識 し始 め て い る。会 で は 、読 経 団 を 組織 し、一

般 信 徒 で 読 経 に 興 味 あ る人 々 を募 集 して 道 士 が読 経 の 仕 方 を 教 え た り、道 教 や 道 教 の諸 儀 式

の 意 味 を 教授 す る とい うこ と も行 っ て い る。 ま た 、94年 か らは 「道 教 文 化 月 」 とい うプ ロ

グ ラ ム を も うけ、一 般 の 人 々 に道 教 に 関す る講 座 を開 い た り、シ ンガ ポ ー ル 大 学 の 教授 達 に
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執 筆 を依 頼 して 「道 教簡 述 」 とい った 道 教 啓 蒙 の書 物 を発 行 して い る。 この よ うに して 、道

教 総 会 で は 、道 教 が 道 士 の金 儲 け の 手段 で は な い こ と、深 遠 な 思 想 的 根 拠 を持 っ こ と、そ し

て 迷 信 で は な い こ と を強 調 し よ うと して い る。

ま た 、仏 教 や キ リス ト教 に倣 っ て 道 教総 会 で も慈 善 事 業 に力 を入 れ る べ き で あ る と い う意

見 も理 事 の 間 で は 出 ざれ て い る。 そ れ は 、例 えば 、養 老 院 や 幼 稚 園 な どの 設 置 で あ り、 こ う

した 事 業 は 道 教 の イ メー ジア ップ に つ な が るだ けで な く、新 た な信 者 の獲 得 ま た は信 者 喪 失

傾 向 の 歯 止 め とな る とい う目論 見 も あ る。

91年 に は 「伝 渡 大 会 」 も開 催 した。 「伝 渡 」 とは 仏 教 で 言 え ば 「帰 依 」 とい う意 味 で あ

る とい う。即 ち 、道 教 の 信 者 とな る こ と を正 式 に道 教 総 会 が認 め る とい う式 典 で あ る。 こ の

よ うな 信 者 の 取 り込 み も、キ リス ト教や 仏 教 の よ うな 制 度 化 され た宗 教 の形 式 を強 く意 識 し

て い る と思 わ れ る。

しか し、一般 信 徒 か ら道 教 が 迷 信 に傾 く二流 の 宗 教 で あ る とい う疑 惑 を招 く大 き な 理 由 は 、

道 士 自身 の 側 に も大 き な 責任 が あ る とい え る。即 ち 、多 くの 一 般 の 人 々 は 、道 士 は 例 えば 仏

教 の僧 侶 と比 較 して 、決 して厳 しい 修 業 を して い る とは 見 え な い。修 業 をす る とは い っ て も、

仏 教 の よ うに 出 家 して 寺 で戒 律 を 守 り、禁 欲 生 活 を 送 りな が ら仏 法 を学 ぶ とい っ た こ と とは

異 な り、そ の 修 業 のや り方 も 、どの よ うに して専 門知 識 を 身 に っ け るか も知 られ て は い な い。

シ ン ガ ポ ー ル には い わ ゆ る修 業 の 場 と して の 道 観 は な く、個 人 的 に師 事 した師 匠 の裁 量 で 知

識 の伝 授 が 行 わ れ る の で 、道 士 の技 量や 修 養 は 、個 人個 人 で か な りの 差 が み られ る16。場 合

に よ っ て は 、 「白 事(葬 式 な どの 凶 事)」 に 関 わ る儀 礼 しか で きな い 道 士 もか な りい る。 白

事 の儀 礼 は 紅 事(醗 神 誕 等 の 大 き な儀 礼 、時 間 もか か り、プ ロ グ ラ ム も 多 い)の よ うに 覚 え

な け れ ば な らな い経 文 も 多 くな く、比 較 的 少 な い 知 識 で や る こ とが で き 、短 い時 間 で 効 率 よ

く収 入 を得 る こ とも で き る とい う。道 教 総 会 で は この よ うな 十 分 な 技 量 を持 た な い道 士 の 再

教 育 を 重 要 課 題 の 一 つ と して い る。

ま た 、道 教 の一 部 と彼 らが 考 え て い る シ ャー マ ン の問 神 等 も 、特 に教 育程 度 の 高 い 人 々 に

は 迷 信 と映 る。道 教 総 会 で は 、シ ャー マ ンの 活 動 を全 て否 定す る わ け で は な い が 、往 々 に し

て彼 らの 中に は 金 儲 け の た め に 偽 の 慧 依 をす る もの が い る こ と、ま た本 来 道 士 で な けれ ば で

き な い 儀 礼 行 為 を シ ャー マ ン がや って い る場 合 が あ る こ と な ど に警 戒 感 を 持 っ て い る。つ ま

り、い か さま の カ ル トグ ル ー プ を 、正 当 と彼 らが 考 え る道 教 か ら切 り離 す こ とが 必要 で あ る

とい う。

以 上 の 他 に 、道 教 総 会 の活 動 にお い て特 に 目立つ もの と して は 、外 国 、特 に 中 国大 陸や 台

湾 、香 港 との 交 流 が か な り意 識 的 に行 われ て い る とい う点 で あ る。例 え ば 、既 に述 べ た伝 渡

16こ の 点 は
、 台 湾 の道 士 も同様 で ある。
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大 会 の場 合 に は 、 台 湾 の 道 教 総 会 か ら道 士 を招 い て行 っ て い る。 ま た 、 同 じ91年 に は 、 中

国 道 教 学 会 の 招 き で シ ンガ ポ ー ル 道 教 総 会 か ら二 十 数名 が 中 国 へ 行 き 、北 京 、 上海 、杭 州 、

龍 虎 山等 に あ る道 教 の 関係 施 設 な ど を参 観 した。92年 には 、北 京 の 白雲 観 と い う著 名 な道

観 の 道 長 を招 き 、半 年 間 読経 団 の 指 導 を 行 っ て も らっ た とい う。読 経 の練 習 は この 時 ま で は 、

教 授 者 が 閲 南 語 を 母 語 とす る道 士 で あ っ た た め閨 南語 で行 わ れ て きた が 、これ 以 降 は北 京 語

で 行 うこ とに な っ た とい う。93年 に は 、 中国 道 教 協会 及 び 台 湾 の 中 華道 教 総 会 か ら道 士 を

招 聴 し、 「護 国 祈 安 清 醗 聲 超 度 大 会 」 とい う大 が か りな儀 礼 を挙 行 した 。 こ の試 み は 、95

年10月 に も計 画 され て お り、 次 回 は 中国 大 陸 か ら北 京 、龍 虎 山 、武 当 山 の三 カ所 の道 観 の

道 士 を招 聰 す る 予 定 で あ る。更 に 、今 後 は先 に 述 べ た道 士 の 再 教 育 につ い て も、中国 大 陸 か

ら道 士 を招 聴 す る こ と を考 えて い る と い う。

道 教 総 会 が 、他 の 華 人 が マ ジ ョ リテ ィ を 占 め る国家 、特 に 中国 との 関 係 を強 化 しよ う と し

て い る の は 、シ ン ガ ポー ル 華 人 の持 つ 、祖 国 に 対す る原 初 的 紐 帯 の 故 で あ り、また 総 会 は そ

れ を巧 み に利 用 して 道 教 の イ メー ジ ア ップ に結 び 付 け よ うと して い る とも 言 え よ う。か れ ら

が道 教 振 興 を 訴 え るに あ た っ て は 、それ が 中 国 で 唯 一 土 着 の 宗 教 で あ る こ と、よ っ て 、華 人

に と って 最 も そ の 文 化 的 な 根 源 と結 び つ く宗 教 で あ る こ とを 強 調 し よ うと して い る。現 在 の

中 国 は 、文 化 大 革命 な どの 傷 痕 をい ま だ 引 きず っ てお り、道 教 文 化 が伝 統 的 な 形 態 で 保 存 維

持 され て い る とは い え な い こ とは わ か って い て も 、大 陸 に こ そ シ ン ガ ポ ー ル 華 人 の文 化 、宗

教 の 淵 源 が あ る とい う訴 え は 、 道 士 に も また 一 般 庶 民 に も魅 力 的 と言 え る。

道 教 総 会 は若 い 団 体 で あ り、そ の 将 来 は 未 だ に未 知 数 で あ る。 しか し、この よ うな 様 々 な

試 み は 、少 しず つ で は あ るが 道 教 の 社 会 的 地位 の 向 上 につ な が りつ つ あ る よ うで あ る 。90

年 に は 、教 育 部 長 が 中学 三 年 の 「道 徳 教 育 」と い う科 目に道 教 を 入れ る こ と を決 定 して い る

17
。 ま た 、道 教 総 会 が で き て か ら参加 して い る各 廟 の間 の横 の連 携 が 密 に な る とい った プ ラ

ス 面 も見 られ る とい う。 「道 教 の知 識 化 」 「科 学化 」 と い っ た挑 戦 は 、漢 民 族 系 社 会 にお い

て は シ ン ガ ポ ール が 最 初 の 試 み で あ るだ け に 今 後 の 展 開 が 注 目 され る。

お わ りに

今 回 の調 査 で は 、 この 他 華 人 宗 教 の変 容 と して 、キ リス ト教 、マ レー 系 、イ ン ド系 の 宗 教

との シ ン ク レテ ィ ズ ム に つ い て も若 干 調 査 を 行 っ た。 例 え ば 、 「傘 督 公 」 と よ ばれ る神 の信

仰 で あ る。掌 督 公 とは 、マ レー 系 の ダ トゥ とい う霊 魂 の 音 を漢 字 で 当て た も の で 、有 名 な も

η そ れ 以 前 は 「宗 教 教 育」 とい う科 目の 下 に仏 教
、儒 家 思 想 、回 教 、 キ リス ト教 の 四つ の 宗教 の み が と り

あげ られ て きた 。
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の と して は クス 島 の もの が あ る18。 ま た 、 ヒン ズ ー 教 の 寺 院 に華i人が香 炉 を 寄 付 して 華 人 が

参 拝 に 来 る よ うにな った 例 と して 、ス リ ・ク リシ ュ ナ ン寺 院(ウ ォ ー タ ー ル ー ・ス トリー ト)

な どが あ る。 しか し、これ らの例 は 、い ま の所 シ ンガ ポ ー ル の 華 人 の宗 教 を 全 面 的 に 変 容 さ

せ る ほ どの イ ン パ ク トを 与 え る も の で は な い。例 え ば 、ス リ ・ク リシ ュナ ン 寺院 の場 合 に は 、

参 拝 に訪 れ る とい っ て も 華人 の 主 目的 は 、寺 院 の す ぐ近 くに あ る観 音 の 廟 へ 参 る こ とで あ り、

寺 院 は通 りか か る以 上礼 儀 と して 参拝 す る とい っ た 程 度 の こ とで あ る。 た だ 、華 人 は 、神 で

あ る以 上 、何 教 の 神 とい っ て 区別 す る 必 要性 を 強 くは 感 じて お らず 、どん な 宗 教 で も神 な ら

ば 究極 的 に は 人 を助 け て くれ る もの と感 じて い るな ど、神 や 宗 教 に 対す る 華 人 の 見 方 を考 察

す る上 で は この よ うな事 例 は 興 味 深 い 。こ うした 点 につ い て は今 後 更 に 調 査 を行 い 、別 稿 に

お い て 検 討 した い 。

18佐 々木1985 、 窪1987で 取 り上 げ られ て い た ジ ャラ ンテ ンテ ラ ンの ニ ュー タ ウン 内の 掌 督公 廟 は 、今 回

の 聞 き取 りでは 既 に 再開 発 の た め に取 り壊 され て な くな って い る との こ とで あ った。
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